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１　それぞれが考えるまちの姿

第５次総合計画における基本構想の検討にあたり，幅広い市民・団体の皆さんに芦屋市の目

指すべき将来の姿について意見・提案をいただきました。

市民ワークショップが提案する将来像

 A

ア シ ヤ

SHIYA S

ス マ イ ル

MILE B

ベ ー ス

ASE 

 ～みんなの声を活かして 次世代へと人がつながり 誰もがイキイキと暮らすまち～ 

「ASHIYA SMILE BASE」 は，

少子高齢化や人口減少が進む中でも，ワクワクできる居心地のいい空間が身近にあり，みん

なの笑顔があふれるホームタウンとして，芦屋市が将来にわたり住んで良かったと誇れるまち

であり続けることを目指すものです。

「みんなの声を活かして 次世代へと人がつながり 誰もがイキイキと暮らすまち」 は，

様々な立場の市民がまちづくりに参加し，ともに未来を見据えて，自分らしく暮らせるまち

を創っていくことにより「ASHIYA SMILE BASE」を実現していこうというものです。

※「市民ワークショップ」は，市内在住，在勤，在学の方に参加いただき，市職員も加わって，芦屋市のこれからについ

て議論しながら，将来像を作成しました。（平成 30 年（2018 年）10 月から平成 31 年（2019 年）１月まで，計５回開催， 

延 191 人 [ 市民 126 人，市職員 65 人 ] 参加）

市内で活動する団体が考える理想の姿

日本一美しく，安全・安心で住みよいまち

国際文化住宅都市　芦屋

住宅を核とした賑わいのあるまち

世界で「唯一」のまち

折り目正しいまち

成熟した大人のまち

一度は住んでみたいまち    　　　　　　　　など

※市内で様々な活動を行っている28団体に対し，インタビュー形式で芦屋市の強みや理想の姿などをお聞きしました。
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２　芦屋市が目指す将来の姿

市民ワークショップで提案された将来像に込められた思いや，市内各団体へのインタビュー

内容，市民アンケート結果等の幅広い声を踏まえ，第５次総合計画では基本構想の目標年度で

ある令和 12 年度（2030 年度）に実現する姿を次の通り掲げます。

第４次総合計画の将来像

自然とみどりの中で絆を育み，“ 新しい暮らし文化” を創造・発信するまち

まちづくり団体

団体インタビュー

市民

市民アンケート

市民ワークショップ市民ワークショップ市民ワークショップ

市 職 員

職員アンケート

庁内会議

第５次総合計画の将来像（芦屋市として今後 10 年間で目指すべき姿）

人がつながり  誰もが輝く  笑顔あふれる住宅都市

人口減少・少子高齢化をはじめ，ICT の急速な発達やグローバル化の進展など，社会情勢が大

きく変化している中で，これまでの取組の延長線上だけでは住みやすいまちの持続は難しくな

ると考えられます。国際文化住宅都市として先人が築いてきた住環境や暮らしに根付く文化，

地域のネットワークなど，芦屋ならではのまちの良さを継承しながら，市民と行政が未来を

共有し，協働することで，住宅都市としての強みを磨き，さらなる魅力を創造していきます。

そして，将来の世代にわたって，人々の笑顔があふれ，誇りを持てるまち，さらには多くの

人に憧れと夢を持って選ばれる「住み続けたいまち，住んでみたいまち芦屋」を目指します。

まちづくりのキャッチフレーズ

A
ア シ ヤ

SHIYA

S
ス マ イ ル

MILE

B
ベ ー ス

ASE

市民ワークショップで提案された将来像「ASHIYA SMILE BASE」は，

笑顔があふれる市民みんなのホームタウンをイメージし，第５次

総合計画の将来像をコンパクトに表現したものといえます。これ

を，市民と職員が総合計画を我が事として関わり将来像を実現し

ていくためのキャッチフレーズとします。
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３　まちづくりの基本方針

基本方針

未来の創造  ～ 持続可能な心弾むまちを未来へつなぐデザイン

日本は，人口減少や少子高齢化の局面を迎えており，世界でも類を見ない課題先進国です。

本市でも，人口はピークを越え，減少局面を迎えるとともに少子高齢化はさらに進むと想定

されます。これらの社会の変化を見据えながら持続可能なまちづくりを進めることがますます

重要になります。特に，多様な主体の活躍推進と，その担い手となる人材をどう育てるのかが

肝要です。

まちは「今」だけではなく，「未来」へ受け継がれます。人口が減少していく中でも，芦屋市

を次世代に健全な姿で引き継ぎ，ワクワクできるまちにしていくために，まちの魅力をどのよ

うに守り，変えていくのか，市民・行政・企業・地域団体等「オール芦屋」で広い視点を持ち，

新たな課題による価値観の変化にも柔軟に対応し，ICT などの技術も活用しながら，時代に応

じた取組を進めていきます。

基本方針を構成する３つの視点

人のつながり  ～ 時代に適い，多様に紡がれるネットワーク

ICT の発達やグローバル化が進み，急速に変化していく時代に今までと同じつながり方を続

けることは難しいですが，暮らしやまちを豊かにするためには，人と人とのつながりが必要で

あることは変わりません。本市のあらゆる施策にも，コミュニティやつながりが重要な要素を

占めます。

本市では従来から自治会活動が活発ですが，担い手の問題や価値観の変化に伴う新規会員獲

得の伸び悩みなど，地域を支える団体にも継続性をはじめとした問題があります。

これからは，ますます，幅広い年代の市民や市内で活動する法人や各種団体と協力しながら，

市民力によるまちづくりが一層求められます。今までの良さも認めながら，その時代，その地域，

その人に合った交流のあり方を築いていきます。

暮らしやすさ  ～ 地域に包まれ安らぎを感じる暮らし

安心便利に生活を送れる環境が整っていることは，安定した市民生活の基本です。本市が経

験した阪神・淡路大震災の記憶や教訓を継承しながら，近年頻発する大規模自然災害や今後発

生が懸念される南海トラフ巨大地震，加えて新たな感染症への対応など，安全・安心に暮らせ

るまちづくりが求められています。

また，コンパクトな都市である本市は，鉄道等公共交通機関が発達した便利なまちですが，

一方で地形やまちの成り立ちによって地域毎に特性があり，暮らす市民も多様で，それぞれの

ニーズに対応していく必要があります。

子どもや高齢者など，様々な背景を持つ人が居住する中，お互いに尊重し，助け合い，ユニバー

サルデザイン 2 も取り入れた包摂的なまちを目指して，あらゆる人が安心して暮らしやすく，そ

れぞれのスタイルで活躍でき，自己実現ができるまちづくりを進めます。

2 　ユニバーサルデザイン：文化・言語・国籍の違い，老若男女といった差異，障がい・能力の如何を問わずに利用することができる施設・製品・

情報の設計 (デザイン )のこと。
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資　源  ～ 地域資源を生かし，空間を活用する，これまでとこれからの融合

地域にはハード・ソフトの様々な資源があり，これがまちづくりの源泉となります。

本市は，山や海の自然に囲まれ，各時代の歴史の舞台にも登場し，多くの文化人を生み出す

など，伝統や文化も含めて魅力的な資源のあるまちであり，整備されたまちなみと暮らし文化

が芦屋のイメージを創ってきました。

しかし，時代の変化につれて徐々にその姿を変えてきています。その魅力を市民があまり知

らない，十分生かされていないという問題もあります。また，時には新しい価値観が既存資源

と対立することもあります。更には都市空間の活用にも変化が生じると考えられます。

洗練された住宅都市としてこれまで築いてきた本市が誇る資源について，残すべきものは残

し，また，既存のものに新たな価値を加えるなど変えるべきものは変え，時代とともに新たな

芦屋スタイルとして進化させ，活用していきます。そして，その魅力を発信しながら，情報の

交流などにより，価値創造の好循環を生みだしていきます。

人口減少　少子高齢化

災害の頻発・激甚化

予見不可能性の高まり

資 源

地域資源を生かし，

空間を活用する

これまでとこれからの融合

人のつながり

時代に適い，多様に

紡がれるネットワーク

暮らしやすさ

地域に包まれ

安らぎを感じる暮らし

未来の創造

持続可能な心弾むまちを

未来へつなぐ創造のデザイン

将来像　人がつながり 誰もが輝く 笑顔あふれる住宅都市
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